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家蚕踊期間中の保護温度及ぴ 2，3手術が

次代卵に及ぼす影響

11. 保護温度変化及びノマフピオーシス*

滝

勝

沢

野

義 郎林

貞哉**

After effectiveness of the protective temperature and some operation 

during the pupal stage upon the eggs of the next generation 

of the silkworm， Bombyx moパ L.

II. Effects of thermal change and parabiotic operation 

By 

Yoshiro TAKIZAWA*** and Sadaya KATSUNO判吋e

第 1報に於て，家蚕踊期間を300C. 250C • 200C及

び 15
0

Cの恒温で保護して，次代卵の僻化歩合を調査

した結果， 250C>30oC>20oC>150C の順で， 特に

150C は顕著に劣ることを明らかにした。筆者等は更

に，蝋期間中の保護温度変化，及び保設温度を異にす

る蝋のノミラビオーシスを行い，自治期間中の古ij又は中期

の 15
0
C保護は次代卵の解化歩合に大きな影響を及ぼ

すことを明らかにしたのでここに報告する。

材料と方法

材料としては表ガスリ(1化性〉を用い， 耐期間を

前・中及び後期の 3時期に区分し，次の如き踊期間処

理を行った。

1. 前・中及び後期の何れか 1時期を 15
0

Cに，他

の2時期を 250Cに保護した。

2. 前期及び前中期を 150Cに，他の時期を 25
0
C

に保護した。

3. 前期をそれぞれ 150C と 250C に保護した蝋

を，前中期の墳でパラピオーシスし，中後期は成虫と

本研究の 1部は日本蚕糸学会東北支部第 13@研究発表会に於て

発表した。

特北海道大学良学部蚕学教室

判キ Instituteof sericulture， Fac. Agr.， Hokkaido Univ. 

なる迄，そのまま 25
0
Cに保護した。

4. 前中期をそれぞれ 150C と 250C に保護した

揃を，中後期の[克でパラビオーシスし，後期は成虫と

なる迄，そのまま 250Cに保護した。

ーと記処理焔からの成虫の産下卵を，第I報とl司・方

法で，主としてその卵化歩合，一部活性死卵己~~合を調

査した。第I報と同様に，ここに活性死卵とは既に催

奇し， ß際化 1~2 日前に死んだJiIJ を云う。上記 1 ， 2， 

3及び 4の順にその結果を述べる。

実験結果

1. s際化歩合をみると，第1図(1)に示す如く，後

期のみ 150Cに保護した場合が最もよく， T検定の結

果からも，前又は中期のみ 150Cに保護したものより，

危険率 1%以下で明らかに有意の差がみられた。前

又は中期のみ 150Cに保護した場合は，図にみられる

如くであるが， T検定の結果から危険率 10%以上で

有ー意の差は認められなかった。

尚後期のみ 150Cに保護したものと，納期聞を 25
0

C

の恒温に保護したものを比較すると，第1図(2)で，

危険率 10%以上で有志の差は認められなかった。

以上のことから，踊期間 150C保護が次代卵の帰化

歩合に及ぼす影響は， MJttJJの前又は中期にあって，後
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踊f~J間保護温度変化と次代卵の f静化歩合

E二コ前期15・C中後期25・C 医~'t'期 15'C. 前後期25・ c

1:; 1:1後期15・C.前中期25・C_全期25・c

第 1図
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以上の結果より，揃期の前・中期の 150C保護は，

次代卵の帰化歩合に恐影響を及ぼすことは明らかとな

ったので，次に保護温度を異にする踊のノfラピオーシ

スを行い，更にこの事実を明確にし得た。

3. 第3図に示す如く，パラピオーシスした断iのう

ち，前期を 150C に保護した側の踊は，単に前期を

150C，中後期を 250Cに保護した踊より，次代卵の鮮

化歩合は優る。 このことは T検定の結果からも危険

率 1%以下にて有意の差が認められた。

次にこの同区の活性死卵歩合は，第3図にみる如く，

パラピオーシスした場合の方が少ない。

次に第4図に示す如く，前期 250C側の婦は，全納

期 250Cに保護した踊より，次代卵のWJ化歩合は劣

る。

以上のことから，前期を 150C及び 250Cに保護し

た蝋を，前中期の境でパラピオーシスすると，次代卯

の僻化歩合は，150C MのMIには十の影響を，250C 

側の舶にはーの彩Yß~を及ぼすことが分った。

4. 2ち5図に示すYI1く，パラビオーシスした蝋の

うち，前中期を 150Cに保護した似IJの血圧]は，単に前中

期 150Cに，後期 250Cに保護した蝋より，次代卯の

帰化歩合は劣る。 T検定の結果からもf色険率 1%以

下にて有意の差が認められた。

次にこの両区の活性死卵歩合は，第5図に示す虫rr

く，パラピオーシスした場合の方が多い。

前中期 250C側の州の次代!iIJの解化歩合は，第4図

数日J議冷卵

期の影響は認められないと云える。

2 第 2図の如く，前期のみ 15
0
Cに保護した場合

は，前中期を 150Cに保護した場合より，次代卵の帰

化歩合は優っており T検定の結果からも，危険率

1%以下にて有意の差がみられた。

蛸期間の保護温度変化と次代卵の

帰化歩合

第 2図
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前述の立11く前文は中期のみ 150C に保護した場合

は，次代卵の僻化歩合は両者に差を認めないが，前中

期を 150Cに保護した場合は，前・中期の相加的の影

響によって，前期のみ 150Cに保設した場合より，o際

化歩合が劣ることは当然のことと考えられる。
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第 3図 前中期間のパラピオーシスと次代卵の瞬化及び活性死卵歩合

E二コ前期15・C，中後期250C
~前中期間のパラピオーシ叉
(前期15・C側の踊)
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第4図 吉町中期及び中後期間のパラピオーシスと

次代卵の解化歩合

-全期25・c
~中後期間のパラピオーシス(前中期25・ C 個IJ の踊)

r::::コ前中期間のバラピオーシス(前期25・CfQlJの踊)
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に示す如く，全蛸期 25
0Cに保護した場合より劣る。

このことから， 150C と 250C に保護した的を，中

後期の境でパラピオーシスした場合は，前中期の境で

パラビオーシスした場合と異なり，パラピオーシスに

よって却って 150C及び 25
0
C測の踊は共に次代卵の

解化歩合は劣る結果をみた。これは前述の如く，後期

150C保護は次代卵の僻化歩合に殆んど影響なし前

中期で卵巣の主要な発育が終了していると考えられる

ので，解化歩合の劣った原因はパラピオーシスによる

出血等の昨告と思考される。

100 140 

卵冷蔵日数

尚 3，4の実験で，前中期間のノfラピオーシスの

250C ß~Jの踊，中後期間のノfラビオーシスの 25
0

C 倶IJ

の的，及び、全釘l期 250C保護の蝋の次代卵の帰化歩合

は，第4図に示す如く，全踊期 25
0
C>前中期 25

0
C

側の踊(中後期間のパラピオーシス)>前期 250C側

の蛇i(前中期間のパラピオーシス〕の)1頂で， T検定の

結果から何れも危険率1%以下にて有意の差が認めら
れた。

これより前期を 250Cに保護した踊は， 150Cに保

護した蛸と，前中期の境でパラビオーシスした場合，
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第5図 中後期1l¥Jのパラピオーシスと次代卵の府化及び活性死卵歩合

9合
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中後期の境でパラビオーシスした場合より， 150C保

護踊の影響を受けて，次代卵の僻化歩合は劣り，後期

は前中期程に影響のないことを示している。

考察

第 1報にて蛇J期間保護温度 300C・250C・200C 及

び 15
0
C 聞では， 次代JiiIJの静化歩合は 250C が最も

俊り， 15
0

Cが最も劣ることを明らかにした。

伊与田・米山 (1933)は卵巣重の増加発達について

報告し，踊期の後期の影響は極めて少ないことを逃べ

ている。又永井(1936)によると，踊期に於ける未完

成卵細胞は踊期間の 40~50% の頃最高を示し，完成

卵細胞は 65~70% 期より生ずることを報告している。

長谷川 (1947)は CuCh・2H20M/60以上を化踊2

日目に注射すると，卵管の下部の卯が Cu+十の影響を

蒙り，化踊5日目の婦に注射すると，卵管の中部の卵

が影響を蒙ることをみている。この事実から踊期の

前・中期は卵細胞発育に重要な時期であることが分

る。本実験によっても，踊Wlの前又は中期の 150C保

護が，次代卵の解化歩合に悪影響を及ぼすことが切ら

かになった。

第工報と同じく虫雨期の前中期の 150C保護は，体の

メタボリズムの低下を来し，卵巣発育に必要な栄養物

質を充分に利用し得ないため，次代卵の1際化歩合に悪

影響を及ぼしたことと思う。即ち本実験に於て 250C

及び 15
0

C保護踊をパラピオーシスした場合，前中期

の境で行ったときは，中後期の境で行ったときと異な

り， 15
0

C 1側の踊の次代卵の僻化歩合に好影響をもた

らした。これはパラピオーシスに依って 250C保護
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揃の卵巣発育に必要な栄養物質が，メタボリズム不活

滋と考えられる 15
0C側の踊の卵巣発育に，補足的影

響を与え，これが次代卵の帰化歩合に好影響をもたら

し，そのため 25
0
C側の踊は逆に悪影響を受け， 0際化

歩合の低下を来したものと云える。尚/，ラピオーシス

による前胸腺の変態ホルモンの交流の卵巣えの影響も

考j意さるべきものと思う。

次に踊期の中後期間のノfラピオーシスによる次代卵

の解化歩合の低下は，前述の如く単なる出血等の隙筈

に原因することと考える。

以上のことから踊の前中期は化揃当初の卵巣発育

に必要な栄養物質を利用して，卵細胞の発育を来す時

期であり，前中期の 15
0C保護は揃のメタボリズムを

不活滋として，栄養物質の充分な利用を不可能にす

る。これはパラピオーシスの実験からも明らかとなっ

fこ。

要、約

1. JiIj・中>>.び後期の何れの踊時期の 150C 保護

も，全制Wl250C 保護より，次代卵の解化歩合は劣

り，活性死卵歩合は多い。中でも前・中期の影響は若

しし、。

2. 前中期 150C保護踊は， 前期 15
0
C保護野jよ

り，次代卵の癖化歩合は劣る。

3 前期を 150C と 250C にそれぞれ保護した踊

弘前中期の墳でパラビオーシスし，中後期は成虫と

なる迄，そのまま 25
0
Cに保護した。その結果次代卵

の僻化歩合は，前期 15
0C似11の踊は，単に前期 150C，

中後期 25
0
C 保護の場合より優り，前期 250C 側の
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振!は，全踊期 25
0
C保護の踊より劣る。

4. 同様なノミラピオーシスを中後期間で行った場

合， 15
0
C仰lの的は，前中期 150C，後期 250C保護

の踊より，又 25 0C 倶~の蝋は全虫雨期 25 0C 保護の踊よ

り，次代卵の野化歩合は劣る。
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Resume 

A strain， Harugasuri was used for the experi-
ment. The pupal stage was devided into three 

periods， namely the first， the middle one and 

the last one. One or two periods were kept in 

lS0C temperature， the rest being kept in 250C 

In addition， the pupae which had experienced 
150C and 250C were united each other in 

parabiosis at the dorsal part between the五rst

period and the middle， or between the middle 

and the last. After this operation all parabiosis 

pairs were kept under 250C until emergence. 

Then we researched the same subJects on the 

egg characters of the next generation， as said 

in the first report. 

1. The eggs obtained from the pupae which 

had been kept under 150C temperature during 

the first period， the middle or the last one， 

decreased in number of hatched and increased 

in that of d回 dones after body pigmentation 

stage， as compared with 250C treatment through 
the whole stage. All these effects are most 

remarkable in the case of 150C r匂imeduring 
the first or the middle period. 

2. The group of the 150C regime through 

the白rstand middle pupal period kept under 

150C temperature was lesser in number of 

hatched eggs than the group only during the 

first pupal period. 

3. When the parabiotic operation was done 

between pupae of 150C and 250C regimes， the 
pupa of the 15

0
C side increased the number of 

hatched eggs in the next generation when the 

operation had been carried out between the 

first and the middle period， as compared with 
15
0
C treatment in first period and 250C in 

middle and last. 

On the other hand， the eggs coming from 
the pupa of 250C side produced a lesser number 

of hatched eggs than eggs of the pupa kept 

under 2SoC through the whole stage. 

4. When the operation， as in the above， was 

done between the middle and the last period， 
both the pupa of 15

0
C and 250C sides decreased 

the number of hatched eggs in the next genera-

tion as compared with lSoC treatment in first 

and middle period and 250C in last in the 

former， and 25
0
C treatment through the whole 

stage in the latter. 


